








   

 

方々のコミュニケーションを支援するた

めの情報機器の貸し出しなどを行ってい

ます。 

 ご質問いただきました文字情報の普及

については、同じく三重県聴覚障害者支

援センターで、映像に字幕をつけた映像

ライブラリーの制作や貸し出しを行って

います。ここで、映像に文字情報のつい

たものを貸し出しているということを皆

さんはご存じでしょうか。もしご存じな

いとすれば、それは啓発や私どもの広報

のあり方について課題があると考えてい

ます。また、三重県のホームページでは

字幕をつけた県の広報番組を配信してい

るところです。こういった県の取組のほ

かにも、一般のテレビ局がテレビ放送す

る番組についても、字幕つきのものが増

えてきていると感じることもあります。

今、オリンピックが行われていますけれ

ども、その番組についても字幕のついて

いるものがほとんどじゃないかと思いま

す。 

 しかし、テレビ番組や映画など、映像

に字幕つきのものが増えつつあると感じ

る一方で、皆さんからお話があったよう

に、乗り物の中など、普段の暮らしの中

では、聴覚障がいのある方に対する文字

情報の提供はまだまだこれからといった

状況であると感じます。 

 このような状況の中、今年の４月、障

害者差別解消法が施行されました。この

法律では、行政機関も、そして民間事業

者にも様々なことが求められています。

例えば、障がいがある方への「不当な差

別的取扱い」をしないこと、そして、

「合理的な配慮」をすることです。この

法律に対する関心が高まって、一般に浸

透するにつれ、「合理的な配慮」とは何

か、こんなことが必要ではないか、と考

える方が増えるのではないかと考えると

ころです。障がいのある方のためだけと

いうことではなくて、例えば文字情報は、

高齢者で耳がなかなか聞こえにくくなっ

たという方や、騒音がひどい中で情報を

受け取れないといった場合にも必要にな

るかもしれません。皆さんが求めていら

っしゃる文字情報というのは、ユニバー

サル社会をつくっていく上でも非常に大

切なものだと感じています。 

 委員会としましても、聴覚障がい者の

方々の社会的障壁を取り除き、障がいの

ある方もない方も、みんなが住みやすい

社会をつくり上げるために、今後も私た

ちは議員として、県当局と様々なやりと

りをさせていただきたいと思います。三

重県を日本一の共生社会にすべく、皆さ

んの声をぜひ三重県にお届けいただきた

い、そして、ともに力を尽くしてまいり

たいと思います。 

 

○聾学校 

 ほかに聴覚障がい者に対してどのよう

な取組を考えていますか。 

 

○健康福祉病院常任委員長 

 聴覚障がい者の方に対して、文字情報

の普及のほかに、どのような取組を考え

ていますかというご質問でした。 

 先ほど申し上げたように、この６月議

会で、私たち議員の提案によって「三重

県手話言語条例」を制定いたしました。

私も三重県手話言語に関する条例検討会

の一員でしたので、その制定に当たって

は、聾学校に一度訪問をさせていただい

たことがありました。残念ながら、高等

部の皆さんの授業は見せていただきませ

んでしたけれども、学校の様子を知るこ

とができました。 

 条例では、県は手話を使いやすい環境

づくりのための計画をつくり、様々な取

組をすることとしています。第３章では、

「情報の取得等におけるバリアフリー化

等」という項目で、具体的に幾つかのこ

とを挙げています。例えば、県の情報を

手話で発信する、災害のときに情報を得

るために必要な措置をとるといったこと

です。ほかにも、県民が手話を学ぶ機会

をつくる、手話通訳者を育てる、聾学校

での手話教育を進めるための環境整備を

行うなどです。今後、三重県障害者施策

推進協議会に専門部会をつくり、その中

で具体的な計画については話し合いをし
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 それでは、津田学園高等学校の方から

お尋ねのありました、若い世代に対して

将来三重県に住みたいと思うような三重

県の魅力をどのようにアピールしていく

のかということについてお答えいたしま

す。 

 今から１年半ほど前に、県内の県立及

び私立高校に在学する高校２年生を対象

に、進学、就職、定住等に関する意識調

査が行われました。約６割が県内に住み

続けたいと回答しており、最も多かった

理由は、「理由はないが、愛着を感じて

いる」というものでした。一方で、転出

を希望する理由として最も多かったのは、

「希望する就職先・進学先がない」とい

うものでした。皆さんが学校で実施され

たアンケートと同様に、三重県のことは

好きだけれども、就職先、進学先は県外

に求めるという結果が出ております。 

 就職先という観点からは、本県はもの

づくり産業の先進地であり、素材の生産

から加工・組立まで多くの企業が立地し

ております。また、観光業も大変盛んで

あり、今後はサミットで高まった知名度

を生かしてのさらなる発展も期待できる

ところです。 

 しかし、こうした県内の企業で働くこ

とのやりがい、地域社会の担い手になる

ことの生きがい、比較的物価が安く、子

育てがしやすいなど、三重県で働き、暮

らすことの魅力がうまく伝え切れており

ません。 

 また、進学という観点からは、県内に

ある13の高等教育機関の魅力を高校生の

皆さんにうまく伝え切れておりません。 

 それらの現状を踏まえ、私たちの委員

会では、若者や高齢者に対するＳＮＳや

新聞等のメディアの有効性、対象と媒体

に着目した広聴広報のベストミックスな

ど、広聴広報の充実について重点的に調

査することとしております。 

こうした中、今年３月には、三重県が

漫画で三重の魅力を伝える冊子「みえコ

レッ！」を作成したり、尾鷲市の水産会

社が地域の魅力を高校生に伝えるコンセ

プトムービーを作成したりと、若い世代

に向けた新しいアピールも始まっていま

す。 

 このほか、来週には、民間における広

報の先進事例として、ＷＥＢコンテンツ、

サービス、空間などをデザインするクリ

エイティブ・エージェンシーを視察し、

自治体とは異なった視点での企業広報の

あり方などの研究を進めていくこととし

ています。 

 こうした視察で得た成果をもとに、私

たちの委員会では新しい広報媒体の活用

の提案や、思い切った切り口による新た

な広報活動の展開など、従来の県広報の

枠組みにとどまらないような議論を深め

ていきたいと考えております。 

 

○学法津田学園高等学校 

 答弁ありがとうございました。 

 ちなみに、参考にしていただきたいも

のがあります。【パネルB－ 4～ 7】  
これは、「あなたが良いイメージを持

っている都道府県はどこですか」という

質問です。１位、２位は大都会なのです

が、３位の北海道などはまだまだ開拓す

る余地がある、自然がいっぱいあるとこ

ろだと思うので、三重県も同じようにで

きるのではないかと考えました。  
 次に、質問事項④を見てください。

「三重県の良いところは何ですか」とい

う質問についてですが、「伊勢神宮」

「食べ物がおいしい」「自然が豊か」

「ナガシマスパーランド」など、いろい

ろ出てきました。 

 さらに、質問事項⑤は、「三重県の魅

力度、知名度を高めるための方法」です

が、一番多かったのが「効果的な宣伝を

する」ということでした。つまり、現状

あまり効果的な宣伝ができていないので

はないかという結論に至りました。 

 最後に、質問事項⑥です。「効果的な

宣伝方法は？」という質問ですが、「大

きなイベントを開く」「ゆるキャラやマ

スコットキャラクターの活用」「ＳＮＳ

の活用」などです。 

 以上が、私たちの参考にしてほしいも

のです。 
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